






Towards the Realization of the "Curriculum Opened to Society" that Utilizes the 
Educational Environment in School Districts:



























































































































































































































































































































































































































































































































































番号 項目の趣旨 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 共通性
q06 答えが複数ある課題の取組を学んだ .716 .185 .111 .091 -.045 .300 -.066 .072 .496
q44 STOCKリーグで正確な判断ができた .639 .102 .051 -.013 .118 .080 -.005 .153 .686
q45 来年の1年生もこの学習を行うと良い .613 .161 .128 .181 .027 .036 .101 -.062 .502
q05 グループ学習で学習意欲が高まった .600 -.001 .345 .077 .294 .102 -.076 .167 .693
q30 市長の出前授業で様 な々知識を得た .571 -.038 -.043 .159 .307 -.039 -.072 .391 .581
q07 課題解決策を考える学びができた .535 .402 .127 .276 -.058 -.065 .063 -.075 .706
q40 バーチャル投資で正確な判断ができた .496 .127 .244 .074 .091 .373 .021 .03 .780
q28 グループ学習で判断力が高まった .472 .178 .145 .004 .05 .201 .165 .346 .807
q21 学習成果報告書は演繹的な表現である .463 .253 .196 -.068 .062 .117 .284 .053 .744
q25 グループ学習は知識や理解が深まる .159 .617 .215 .154 .095 -.041 .078 .197 .706
q24 グループ学習は意欲的に学習できる .412 .593 -.065 .08 .155 .108 -.081 .276 .550
q43 STOCKリーグで表現力を高められた .307 .501 -.032 .325 .309 .143 -.082 .021 .766
q42 STOCKリーグで様 な々知識が得られた .387 .499 .053 .416 .199 .214 -.157 -.04 .738
q41 STOCKリーグで学習意欲が高まった .405 .447 .283 .236 -.065 .288 -.091 -.008 .619
q32 市長の出前授業で正確な判断ができた .256 .061 .786 .026 .075 .148 -.08 -.009 .729
q33 企業訪問で学習意欲が高まった .149 .245 .718 .258 -.008 -.003 -.168 .168 .778
q34 企業訪問で様 な々知識が得られた .215 .135 .444 .299 .258 .146 -.038 .167 .807
q04 グループ学習で判断力が高まった .094 -.018 .163 .743 -.038 .189 .037 .350 .812
q03 グループ学習で表現力が高まった .112 .195 .147 .718 -.027 -.054 .192 .110 .803
q02 グループ学習で思考力が高まった .254 .345 .096 .612 -.034 .111 -.091 -.059 .713
q10 この学習で他者の意見に耳を傾けた .088 .026 .114 .164 .683 .073 .171 .087 .542
q11 意見を根拠を持って主張できた .114 .093 .027 -.132 .552 .097 .021 .001 .600
q22 学習成果報告書は公民的資質がある .023 .171 .014 -.066 .442 .008 .275 .156 .462
q39 バーチャル投資で表現力を高められた .146 .164 .147 .160 .091 .776 .176 .014 .877
q38 バーチャル投資で様 な々知識を得た .339 -.058 .036 .010 .235 .775 -.003 .082 .861
q19 学習成果報告書は主述関係が正確だ -.016 -.016 -.100 .104 .195 -.046 .84 .067 .496
q20 学習成果報告書は帰納的な表現だ -.011 -.048 -.076 -.018 .043 .095 .761 .209 .792
q18 学習成果報告書は因果関係が正確 .098 .015 -.022 -.004 .405 .236 .462 -.027 .802
q16 学習成果報告書は例を使う類比がある .135 .096 .084 .169 .078 -.005 .199 .749 .628
q17 学習成果報告書は主張の対比がある .193 .329 .180 .107 .111 .157 .264 .538 .692
　 寄与率 27.70 6.90 5.25 4.62 3.83 3.44 3.24 2.77
　 累積寄与率 27.70 34.60 39.86 44.49 48.32 51.77 55.01 57.79
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意欲や判断力の向上」「市長の出前授業による
様々な知識の獲得」「（地域の）課題解決策を考え
る学び」「バーチャル投資の学習による正確な判
断」という多様な学習を実践したことによる効
果であるので「多様な学習の総合効果」と命名し
た。これは、地域の教育環境を生かした学習と
STOCKリーグやバーチャル投資といった特色
ある方法を組み合わせた学習による総合的な学
習効果といえる。こうした総合的な学習効果を
表す因子の寄与率が最も高いことから、本実践は、
「社会に開かれた教育課程」の理念を実現してい
く可能性として有効性の高い取組であるといえ
る。
Ⅶ．本稿のまとめと今後の課題
　本稿では、急激に変化する社会にあって、新学
習指導要領が目指す方向を踏まえ、地域の教育
環境を生かした「社会に開かれた教育課程」の実
現に関する要因について考察した。考察の結果、
次の3点が明らかになった。
①「社会に開かれた教育課程」という新たな理念
が必要とされる社会的背景として、「予測困難
な時代」の到来および「隠れた教育問題」とし
ての人口減少問題があることを示し、今後の
学校教育が直面する困難な課題の所在を明ら
かにした。
②「社会に開かれた教育課程」と「開かれた学校
づくり」の考えが提唱されてきた経緯を考察し、
「開かれた学校づくり」の延長線上に「社会に
開かれた教育課程」の考えがあることを明ら
かにした。そのうえで、「社会に開かれた教育
課程」の3条件が、カリキュラム・マネジメント
のPDCAサイクルにどのように位置付くのか
を明らかにした。
③事例校における実践の効果を明らかにするた
め、質問紙調査の結果に対して因子分析を施
した。その結果、8つの因子が抽出され、特に
第1因子は、地域の教育環境を生かした学習と
特色ある方法を組み合わせた学習による総合
的な学習効果を示すものであった。本実践は、
「社会に開かれた教育課程」の理念を実現して
いく可能性という点で有効なものであるとい
える。
　次に、今後の課題として、実践的な課題と研究
的な課題をそれぞれ挙げることにする。
①実践的な課題として、地域の教育環境を生か
した「社会に開かれた教育課程」の実現を目指
すためには、さらに実践範囲を拡大すること
が必要である。本実践をモデルとして、各学
校において地域の教育環境を生かした方法を
取り入れ、実践校を増やしていくことが考え
られる。その際の参考として、地域連携およ
び「社会に開かれた教育課程」に関わる筆者自
身の実践として、地域と連携したキャリア教
育の実践をガイドブック6）にまとめ、学校・教
表4　主権者教育の効果に関する因子名
因子名 意味内容
F1「多様な学習の総合効果」 地域の教育環境を生かし特色ある実践を取り入れた多様な学習による効果
F2「学習意欲の向上効果」 グループ学習やSTOCKリー グに取り組んだことで学習意欲が向上した効果
F3「外部的刺激による効果」 市長の出前講座や企業訪問など学校外の刺激が生徒にもたらした学習効果
F4「グループ学習の効果」 グループ学習により生徒の思考力・判断力・表現力等が高まった効果
F5「客観的資質の向上効果」公民的資質につながる傾聴力や論理的表現力等の客観的資質の向上効果
F6「バーチャル投資学習の効果」本実践の特徴の一つであるバーチャル投資の学習により高まった効果
F7「学習成果報告書の効果」本実践の特徴の一つである学習成果報告書の作成による論理的表現の効果
F8「対比と類比表現の効果」 本実践の特徴の一つである学習成果報告書の作成による対比等表現の効果
地域の教育環境を生かした「社会に開かれた教育課程」の実現とその可能性　―新学習指導要領の理念を踏まえて―
18
育委員会等に配布している。今後、実践研究
として効果が確認された方法をモデルとして、
さらに実践範囲を拡大するための有効な方法
やそのシステムを作り上げることも重要な実
践的課題である。
②研究的な課題として、本稿で述べることがで
きなかった多変量解析の結果を次の機会に示
すことである。生徒の属性等による因子得点
の違い（分散分析等）、因子または項目間の影
響関係（重回帰分析等）などを検討することが
必要である。また、本実践はカリキュラム・マ
ネジメントに基づいた実践であり、実施した
質問紙調査は学習の効果を測るものであるこ
とから、質問紙調査の内容と項目をカリキュ
ラム評価の方法として検討していくことも今
後の研究的課題である。
注
注1　厚生労働省が、国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口（2017年推計）：出生中位・
死亡中位推計」に基づいて推計した2017年以
降における我が国の将来人口予測による7）。
注2　地域の人口減少問題を抱える高校の状況も深
刻であり、小粥俊輔（2017）8）は、それを高校の
「魅力づくり」で乗り切ろうとしている事例を
示している。そこには、「特色ある学校づくり」
を生徒の成長を第一義におく「魅力づくり」と
いう視点で捉え直した学校経営戦略が見られ
る。
注3　カリキュラム・マネジメントの3つの側面とは、
「①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、
学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点
で、その目標の達成に必要な教育の内容を組
織的に配列していくこと。②教育内容の質の
向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等
に関する調査や各種データ等に基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一
連のPDCAサイクルを確立すること。③教育
内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
地域等の外部の資源も含めて活用しながら効
果的に組み合わせること」（中央教育審議会答
申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について」2016.12.21）である。
注4　2015年12月21日に出された3つの中央教育審
議会答申「新しい時代の教育や地方創生の実
現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と
今後の推進方策について」「これからの学校教
育を担う教員の資質能力の向上について～学
び合い、高め合う教員育成コミュニティの構
築に向けて～」「チームとしての学校の在り方
と今後の改善方策について」
注5　M教諭は、研究生として大学に派遣され、筆者
は指導教員として研究　指導を行った。本稿
に示した実践についてはM教諭が、質問紙調
査に対する多変量解析による分析については
筆者が行った。
注6　STOCKリーグは、日経が提供している中・高・
大学生向けのコンテスト形式による株式学習
プログラムである。
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